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ペナルティ基準による展開法 
PUnfoldP.exe 

 
 プログラム PUnfoldP.exeを実行すると図１のフォームが表示される。 
 

 
図１ 起動時のフォーム 

 
 
 
「追加（行）」ボタン、「追加（列）」ボタンのクリックによって行と列を必要なだけ増やす。

削除したい行は「削除（行）」ボタン、削除したい列は「削除（列）」ボタンのクリックで

削除することができる。行数と列数を必要な数に設定した後、データを設定する。図２は

拙著表 4.3のデータを設定したものである。 
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図２ データの設定 

 
設定したデータは、「保存（CSV）」ボタンをクリックすると CSV形式で保存することがで
きる。保存したデータは、図１の画面で「読込（CSV）」ボタンのクリックで読み込むこと
ができる。「読込（CSV）」ボタンをクリックすると図３の入力データファイル名設定用の
ダイアログボックスが表示される。 

 

図３ 入力データファイル名の設定 
 

入力データファイル名の設定 
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入力データファイル名を設定後、「開く」ボタンをクリックするとデータが読み込まれ、図

２のような画面になる。入力データファイルは CSV 形式のファイルであるので、拡張子
は.csvである。 
図２の画面のようにデータを設定した後、次元数とｃの値を設定する（図４）。 

 

 
図４ 次元数とｃ値の設定 

 
 次元数とｃ値の設定後、「計算」ボタンをクリックすると、まず計算結果の出力用ファイ

ル名の設定を求めるダイアログボックスが表示される（図５）。 

 
図５ 出力用ファイル名の設定 

 

次元数の設定 ｃの値の設定 

出力用ファイル名

の設定 
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出力用ファイルへはテキストファイルとして書き出されるので、ファイル名の拡張子は.txt
としておくと便利である。 
 ファイル名の設定後、「開く」ボタンをクリックすると計算が始まる。計算中はその途中

での極値探索の状態を示す値がメモ・コンポーネント内に表示される。計算が終了すると

図６の出力ファイル名を表示するメッセージダイアログボックスが表示される。 
 

 
図６ 出力用ファイル名の表示 

 
「OK」ボタンをクリックすると図４と同じフォームが表示されるが、画面下部のボタンが
イネーブルになっている（図７）。 
 

 
図７ 計算終了後のフォーム 

 
 右側の「描画（初期解）」および「散布図（初期解）」は数量化４類の基準に対する解に

よる図を表示するものである。それらの左側の３つのボタン「描画」、「散布図」、「P－曲線」
をクリックすると、ペナルティ基準（式（4.5））に対する解による図が表示される。「描画」

イネーブルに

なっている 
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ボタンをクリックすると、入力データ（図２）における行と列の表す対象の布置が表示さ

れる（図８）。正方形あるいは円の中の１文字（２バイト）は、図２の画面のラベル欄に設

定したラベルの先頭２バイト分（日本語１文字）の文字である。 

 
図８ 布置の表示 

 
画面左上の「X 軸 ＝」および「Y 軸 ＝」の値は、X 軸および Y 軸の表す次元を示して
いる。他の次元の組み合わせで表示するときは、組み合わせたい次元数を設定して、「再描

画」ボタンをクリックする。「閉じる」ボタンをクリックすると図８の画面は閉じられて図

７の画面が表示される。「散布図」ボタンをクリックするとデータと距離と類似度との関係

を示す散布図が表示される（図９）。 

 
図９ 散布図 

 
 

Y 軸の次元
の指定 

X 軸の次元
の指定 
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「閉じる」ボタンのクリックで図７の画面に戻る。「P－曲線」をクリックすると距離とペ
ナルティとの関係を表すグラフが表示される（図１０）。 

 
図１０ ペナルティ関数 

 
図７の画面の「終了」ボタンをクリックするとプログラムの実行が終了する。プログラム

の実行終了後、出力用ファイルをテキストエディタで開くと図１１のような内容が出力さ

れている。 

 

図１１ 出力ファイルの内容 
 
 


